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１．はじめに

追手門学院大学の2004年度「特色ある教育」プロジェクトに，「茨木市における太陽光発電お

よび太陽熱の推計」というテーマで応募しました。ここ数年，演習において，環境問題を卒論レ

ポートの課題にする学生も多く，また，私が，レポートの書き方を指導するとき，環境問題を例

の１つとして共同研究してきました。その活動の途中，大阪ガスの泉北製造所を見学したとき，

今世紀中に化石燃料の内，最も使いやすい原油の埋蔵量が希少資源になるという予想に出会いま

した。そのうち，イラク戦争が始まり，先物の原油価格は石油危機の水準をはるかに突破しまし

た。

環境問題の内，地球温暖化対策を市民の立場から何ができるのかを考えました。温暖化ガスを

発生しないエネルギー源として，太陽光および太陽熱を活用する機器を住宅に設置する政策は，

石油危機以来，機器の開発に政府が補助金を出して推進してきた政策です。このエネルギー対策

において，太陽熱の方が先行して全国の家庭でかなり普及しましたが，90年代あたりから減少

傾向にあります。原油価格が歴史的に低下したため家庭は太陽熱より電気ガスを直接使っていた

のだと推測されます。太陽光の場合は，90年代半導体の使用が飛躍的に増加し，太陽光のセル

を製造するコストが下がったため，家庭が住宅に設置するコストが下がりました。同時に，国の

「ニューサンシャイン計画」により，太陽光・太陽熱機器に補助金が給付されることになり，90

年代から徐々に設置件数が増加していきました。

地球温暖化対策は，フロンガスのオゾン層破壊を防止する国際取り決めが成立して以来，次の

課題として議論され，1997年京都議定書として取りまとめられました。条約が発効すれば，炭

酸ガス発生量に目標値が設定され，それを達成する義務が生じます。2000年代に入りやはり年

平均気温は上昇しているし，気候変動が自然災害を多発させ，温暖化傾向は確かになってきまし

た。

以上は，西村ゼミの演習において，毎年誰かが卒論レポートで書いてきた認識です。地球温暖

化問題は，いろいろの立場から考えることができる，極めて学際的および市民的課題であると思

います。しかし，私たちは，この問題に対して，経済学の立場から，京都議定書の義務を達成す

る，さらに，やがてくる原油資源等の枯渇に対応する市民の経済防衛手段は何かと考えると，日

本は，長い時間をかけて，政策の原点である太陽光および太陽熱を活用する機器を住宅に設置す
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る政策を維持することが，国益にかなうエネルギー政策の一部であると認識するようになりまし

た。

私は，茨木市において，西村ゼミ演習Ⅰの学生と家計部門の太陽光発電量を推計することにし

ました。実際，家計部門の太陽光発電量は，可能量をはるかに下回ると予想します。主な理由は，

住宅によって，特に太陽光機器については設置可能な方向に建築されていないことと屋根が南向

きでなく面積も小さいと考えます。そこで，茨木市内において，設置可能な住宅を実地調査しま

した。そのデータをもとに，もし，補助金の給付される３ＫＷを使用すれば，年間発電量はいく

らになるか算出し，太陽熱の場合補助金の給付される機器を使用すれば，年間ガス等節約量はい

くらになるか算出することを目的に，実地調査とメーカーおよび電力会社を訪問し推計方法につ

いて教えを請うことにしました。最後に，住宅の戸数から推計方法を決めた後，推計発電量を計

算することにしました。

２．実地調査の実施経過

４月，プロジェクトの趣旨を演習Ⅰの新３年生21名に説明し，まず，太陽光発電のしくみと

製品を文献によって理解するという宿題を５月まで出し，レポートを提出させました。その間，

学生に茨木市役所に行ってもらい，茨木市の都市計画図を購入し，茨木市の調査地域の選定を考

えました。調査地域は第１種低層住居専用地域にしました。また，ゼミ生間に班を結成させ，連

絡網を携帯電話でつくりました。

６月に入り，実地調査のための調査紙やボードなどの準備をし，第１種低層住居専用地域が本

学の隣にあるので，テストしてみました。結果は，既設の太陽光発電実施住宅は１戸あり，太陽

熱機器のある住宅は３戸ありました。しかし，太陽光発電可能かの判定は，かなりバラツキがあ

りました。そこで，可能性が低い住宅の屋根の写真を撮り，判定基準を合わせることにしました。

後は，夏休み中に，残りの第１種低層住居専用地域を各戸判定して，調査紙の地図にマークする

ことにしました。以下，2004年中に実施した実地調査の概要です。

第１回　茨木サニータウン　７月29日　10時～13時30分

夏休みに入り，集合場所には，学生が16名集まりました。茨木サニータウンは，茨木市の北

に位置し，計画的に開発された住居専用地域です。丘の上で涼しいと思いましたが，とにかく暑

かった。実施要領にしたがって，写真をみて判断基準を決めていましたし，人数も多かったので，

全地域調査できました。

第２回　北春日町　9月1日　10時～13時30分

９月に入り，集合場所には，学生が11名集まりました。北春日町は，南北に谷がありその北

斜面に細長く住宅が形成されていました。この日も残暑厳しく，坂道を行ったり来たりで体力を
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消耗しました。若干マークできない住宅が残りましたが，ほぼ調査できました。

第３回　南春日町　９月20日　10時～13時30分

休日でしたが，集合場所には，学生が10名集まりました。北春日町の反対側の斜面が南春日

町です。このころになると学生もなれてきて，谷の入り口の方が平地であり，その担当地域の調

査終了が早かった。

10月は，太陽光発電の推計方法について研究することに取りかかり，京セラ㈱のホームペー

ジから発電電力量の解説を皆で勉強しました。残りの地域は，学祭をはさんで学生の時間が取れ

ませんでした。

第４回　玉瀬町　11月18日　12時～17時

この日は，これまで調査をしたことがない学生で行うことにしました。５名が集合し，あいに

くの雨で調査紙が濡れるのでカバーを調達し，傘をさして調査をしました。

あと，戸数の少ない地域が残っていますが，冬休みや秋学期の試験に入るので，２月の春休み

に全ゼミ生で調査します。

この実地調査をしてみて，学生は気の合う学生を班にしたのが効率的で良かったと思います。

また，各班との連絡は，携帯電話を全員がもって，私の指示を各班のリーダーに伝えるとメンバ

ーに伝わり集合場所に時間的ロスなく集まれました。調査用の地図はゼンリン電子住宅地図『デ

ジタウン大阪府茨木市』を使用しましたが，調査を効率的に行うことができました。

３．製品説明会および売電量の経過説明会

メーカーと関西電力㈱を訪問し，製品の推計方法と売電契約戸数および売電量などを教えてい

ただく準備を各班の１名に順番に担当させ，交渉を行いました。

まず，太陽光については上位２社にお願いしましたが，良い返事は得られませんでした。そこ

で，太陽熱の推計に切り替えて，太陽熱の日本電気硝子㈱にプロジェクトの趣旨を説明し，製品

の説明と推計方法について教えていただくことをお願いいたしました。

第１回　９月13日 日本電気硝子㈱建材事業部ソーラー室の益野聡さんが本学に来校され本

学LL教室にて，太陽熱利用の温暖化対策としての効果を説明され，次に真空式ソーラー温水器

の説明と集熱量の計算方法を教えていただきました。そのあと，ゼミ生16名が１問１答で，益

野さんに答えていただきました。真空式ソーラー温水器の原理も初めて理解でき，推計に必要な

データの見当がつきました。

太陽光の方もやはりメーカーの説明を聞かないと文献だけでは理論だけになると思い，京セラ

株式会社に次の班に対応させましたら，本社で製品の説明と推計方法を教えていただけることに

なりました。今回から感想を学生から書いてもらいました。

第２回　10月28日 私とゼミ生５名が京セラ㈱本社を訪問し，ソーラーエネルギー統括事業
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部マーケティング企画部の東洋一さんに，２時間にわたって経済学部のために作成された資料で

講義していただきました。そのあと，ゼミ生の１問１答に，東さんに答えていただきました。こ

れで，屋根の向きおよび角度の問題と発電量の計算式も理解できました。また，この市場は離陸

期を迎えているとのお話で，プロジェクトの意義はあると思いました。講義が終わり，京セラ製

品の展示館を見学させていただき，太陽電池モジュールは半導体と原料が同じで半導体の製品製

造が多い企業ほど太陽電池モジュールの生産量が多いのだろうと思いました。

講義を聞いた学生の感想

太陽光発電について今まであまりわからなかったことが今回の京セラさんの用意して下さっ

た資料と説明で結構理解できたと思います。文系なのであまり計算などはわかりませんが，か

なり参考になりました。こちらの質問にも丁寧に回答していただいて，他社の製品との比較も

聞けたので大変感動しました。

京セラ訪問で製品については，学生は現物も見て現実感がでてきましたが，残る課題は，茨木

市内で，関西電力㈱と太陽電池を設置して売電契約をしている家庭がどのくらいあるかであり，

また，関西電力がどのくらい年間買い取っているかです。学生の質問も太陽光発電の経済性が多

いので，その次の班に交渉を担当させました。12月で多忙な中，関西電力㈱高槻営業所を訪問

することができました。

第３回　12月 16日 私とゼミ生７名が関西電力㈱高槻営業所を訪問し，お客さまセンター

リビング営業の水口琢磨さんに１時間，太陽光発電の契約と買取額の資料を作成された棚原憲悟

さんとともに説明をしていただきました。毎年，契約数および買い取り量は増加していました。

電力業界の競争についても教えていただき，ようやく私たちのプロジェクトも経済的評価に到達

しました。

説明を聞いた学生の感想

今，勉強している太陽光発電についての契約件数の推移や電力の購入金額が分かり大変参考

になりました。そして，貴社の取組状況，将来のことなどが分かってよかったです。

実にためになりました。今の電力がどんなものかなんとなく分かりました。しかし途中の京

都議定書の話とかはほとんどわからなかったのでもっと勉強すべきだと思いました。今まで聞

いたことをふまえてレポートを頑張りたいと思います。

電力の買取量が年々増えていることに驚きました。また，ウラン再処理の話は前日に報道ス

テーションの特集を見ていたので，とても興味が増しました。そして，今回の話はとてもため

になり再考したいと思います。
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電力会社は，他の会社が考えないような環境問題に取り組んでいるし，電気料金が原価主義

など難問に突き当たっていると思った。ただ環境を守る自尊心がでてきそうで憧れた。

電力の買取など詳しく知ることができ，これからの参考にさせていただきます。電気は私た

ちにとってなくてはならないものになっているので，電気を無駄使いしないように気をつけた

いと思います。

最後に，１月20日に，太陽電池を搭載した住宅を販売するセキスイハイム大阪本社を訪問し，

これでこのプロジェクトに関する基礎的な研究は終わる予定です。

４．おわりに

冬休みや秋学期の試験に入るので，２月の春休みに，実地調査を全ゼミ生で行います。調査地

域に対しては，2003年の撮影の航空写真を購入しました。調査結果と写真と比較して，設置可

能基準について考えて見たいと思います。各班には，研究報告書のテーマが与えてあり，２月お

よび３月を使って大学でまとめることにしています。

ほぼ１年間を振り返ると，ゼミ生20名とこのプロジェクトを通じて，工学的な分野に挑戦し

て経済学的な評価に到達できるところまで近づいたと思います。また，メーカーおよび関西電力

の人々の親切な対応に，ゼミ生ともども感激しました。ゼミとしては，演習本来の指導はありま

すが，課外活動で以上のような体験を通じコミニュケーションが良くなり，お互いの時間のでき

る範囲で協力することができるようになりました。


